[なぜkeywordが漏れたのか、なぜ間違った解答を入れたのか]

1 設問解釈の不十分さ→レイヤーTraining




2 Keywordに気づかない




3 Keywordから連想できない→事例ごとの連想集作成




4 強み・弱みを活用できていない（弱みは解決した？）→SWOT問題以外でも確りとマーキング
・・・・特に弱み（問題・課題・ネガティブ表現）は、必ずどこかで解決して前へ進まなアカン！
*逆も然り、後で解決策を問う問題が出てきてたら、それは弱みに入れとかなアカン！




5 社長の思いを反映できていない




6 わざわざ語句を見抜けていない→該当箇所を囲む

